
第5章 オフライン用プログラムを利用した申請の手順
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ここでは、オフライン用プログラムを用いた農耕トラクタ車両の申請方法について説明します。許
可証取得までの流れは下図の通りです。ここでは、申請書の入力から提出するまでの手順を紹介
します。�

�

�
�
□ オオフフラライインン用用ププロロググララムムをを利利用用ししたた申申請請ににつついいてて��

○ オオフフラライインン用用ププロロググララムムをを利利用用ししたた申申請請ととはは��

オフライン用プログラムを利用した申請は、オフライン用プログラムを利用して、パソコン画面を見
ながら申請書の作成し、申請する方法です。�

申請者は、国土交通省特殊車両通行許可オンライン申請 HP か 71～72 ページの国の機関
の申請・問合せ窓口からオフライン用プログラムを入手し、申請書を作成・印刷し、申請事務取
扱窓口に申請書類を提出して申請を行います。�
�
○ オオフフラライインン用用ププロロググララムムをを利利用用ししたた申申請請ののメメリリッットト��

申請に必要な事項を入力することで、簡単に申請書類を作成することができます。� ��

���：オフライン用プログラムを利用した申請について

���：必要なプログラムのダウンロード

�����：電子申請書作成システムの起動

�����：申請者に関する情報の入力

���：申請書の提出・問い合わせ

許可証の取得

�����：車両諸元の入力

���：電子申請書の作成方法について

���：使用条件と動作環境の確認

�����：通行経路表の作成
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□ 必必要要ななププロロググララムムののダダウウンンロローードド方方法法��

国土交通省特殊車両通行許可オンライン申請 HP『各種ダウンロ－ド』より、『電子申請書作
成システム』及び『道路情報便覧付図表示システム』をダウンロードします。�

URL:https://www.tokusya.ktr.mlit.go.jp/PR/�
�

�

�

「特車」「特車オンライン」等で検索します。�

「特殊車両通行許可申請におけるオンラ
イン申請の紹介-国土交通省-」をクリック

すると特車 PR サイトに移動します。�

オフライン用プログラム等は特車 PR サイト内
の「各種ダウンロード」から入手できます。�
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「電子申請書作成システム（インストーラ）」
をダウンロードします。�

「道路情報便覧付図表示システム�
� （インストーラ）」をダウンロードします。�
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「電子申請書作成システム（インストーラ）」
をダウンロードします。�

「道路情報便覧付図表示システム�
� （インストーラ）」をダウンロードします。�
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□ 電電子子申申請請書書作作成成シシスステテムムのの使使用用条条件件とと動動作作環環境境ににつついいてて��

○ 使使用用条条件件（（抜抜粋粋））��

① 道路情報便覧データ等を 1 台のコンピュータに複製（インストール）して使用することができ
ます。�

② 本製品をご利用頂く場合は、Windows 中のシステムファイルの一部を書き換えます。つきま
しては、インストールを行う前にお客様側の責任であらかじめバックアップ等の作業を行ってくだ
さい。�

③ 本製品以外のソフトをインストールした場合の動作環境の変化による不都合について保証・
責任は負いません。�

④ その他は「電子申請書作成システム」の使用許諾に準拠します。�
�
�
○ 動動作作環環境境��

「電子申請書作成システム」に収録されている 3 つのシステムは以下の環境で動作します。�
（ハードウエア）�日本語 Windows8.1,Windows10 が稼動する機種�

メモリ容量 64ＭＢ以上を推奨�
ディスク空き容量 150ＭＢ以上�
画面解像度 1024×768 ピクセル�
ＣＤ－ＲＯＭドライブ�
ＦＤドライブ�
日本語 Windows8.1,Windows10 に対応したＡ4 サイズページプリンタ�

（ソフトウエア）�ＯＳ日本語 Windows8.1,Windows10 が組み込まれていること�
�
※Windows8.1,Windows10 は、米国 MicrosoftCorp の商標です。�
※Windows7,Windows8 は、Microsoft 社の OS サポート終了に伴い、推奨環境から除外

(R2 年 1 月現在)�

� �
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□ 電電子子申申請請書書作作成成シシスステテムムをを使使用用ししたた電電子子申申請請書書のの作作成成方方法法��

○ 電電子子申申請請書書作作成成シシスステテムムのの起起動動��

デスクトップに作成された「電子申請書作成システム」をダブルクリックすると、電子申請書作成
システムが起動します。�
�

�

� �

電子申請書作成システム�9\\\\PP�
ショートカット�

「電子申請書作成システム」をダブルクリックします｡�

「新規作成」をクリックします｡�
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○ 申申請請者者にに関関すするる情情報報のの入入力力��

申請者に関する情報および申請区分・分類に関する情報（様式 01、02）を、以下の画面
にて入力します。申請書に記載する車両諸元は、申請する農耕トラクタの車両諸元一覧・カタロ
グ等を確認して記入してください。カタログ等に車両諸元が記載されていない場合は、車両を購入
した販売店にお問合せください。車両諸元に記載する項目は以下の通りです。�
�

�

� �

①道路管理者をプルダウンメニューより選択します。 

②申請者情報を入力します。 

③通行開始日、通行終了日を入力します。�
※申請期間は最大 2 年間�

④最小回転半径を入力します。 
※原則トラクタ単体の数値を入力 

⑤『車両諸元入力』に進みます。 
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○ 車車両両諸諸元元のの入入力力��

申請の区分・分類および車種区分等の車両諸元を以下の画面にて入力します。�
なお、オフライン用プログラムを使用した申請においても、各軸間距離の入力により最遠軸距、

最小隣接軸距及び隣接軸重が自動入力される仕組みです。このため、トラクタ＋被けん引車の
組み合わせを申請する場合には、実測が必要になります。�

�
� �

①普通/包括、申請区分、事業区分、通行区分をプルダ
ウンメニューより選択、経路数を半角数字で入力します。�

※事業区分は『その他 A』を選択します。�

②『建設機械』を選択します。 

③軸種を選択します。�
農耕トラクタ単体の場合は、『軸数：2 軸、前 1 軸』を、�
農耕トラクタおよび被けん引車（1 軸）の場合は、�
『軸数：3 軸、トラック前 2 軸』を選択します。�

④車両情報を入力します。 

⑤積載貨物の分類、品目を選択します。 
積載貨物が無い場合は『空車』を選択します。 

⑥『次頁』に進みます。 
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○ 車車両両諸諸元元のの入入力力��
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【農耕トラクタ単体の場合】�
農耕トラクタ単体の場合は、「軸種」から「軸数：2 軸、トラック前 1 軸」を選択し、車両諸元を

以下の画面にて入力します。�
�

�

� �

⑦総重量を入力します。 

⑧トラクタと作業機を連結した状態の寸法を入力します。 

注)前頁で積載貨物を選択しても�
積載物重量は入力できません�

��

⑨L1 にトラクタの前輪から後輪までの長さ、L2 にトラクタの
重心から後輪までの長さ（L1÷2 でよい）を入力します。�

⑩総重量÷軸数の重量を入力します。�
⑪最外輪中心間距離を確認し、G コードを入力します。�

⑫『入力チェック』でエラ－が無いかを確認します。 

⑬『印刷』で申請書を印刷します。 

⑭『閉じる』で通行経路表作成画面に進みます。 
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【農耕トラクタおよび被けん引車（1 軸）の場合】�
被けん引車にタイヤが 1 軸ある場合は、「軸種」から「軸数：3 軸 トラック前 2 軸」を選択し、

車両諸元を以下の画面にて入力します。�
�

�
� ��

⑦総重量を入力します。 

⑧トラクタと作業機を連結した状態の寸法を入力します。 

注)前頁で積載貨物を選択しても�
積載物重量は入力できません�

��

⑨L1 にトラクタの前輪から作業機の後輪までの長さ�
L2 に重心から後輪までの長さ（L1÷2 でよい）�
L3 にトラクタの前輪から後輪までの長さ�
L4 にトラクタの重心から後輪までの長さ（L3÷2 でよい）�
L5 にトラクタの重心から作業機の後輪までの長さ（L1ーL4 でよい）を入力します。�

��

⑩総重量÷軸数の重量を入力します。�
⑪最外輪中心間距離を確認し、G コードを入力します。�

⑫『入力チェック』でエラ－が無いかを確認します。 

⑬『印刷』で申請書を印刷します。 

⑭『閉じる』で通行経路表作成画面に進みます。 
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【農耕トラクタおよび被けん引車（1 軸）の場合】�
被けん引車にタイヤが 1 軸ある場合は、「軸種」から「軸数：3 軸 トラック前 2 軸」を選択し、

車両諸元を以下の画面にて入力します。�
�

�
� ��

⑦総重量を入力します。 

⑧トラクタと作業機を連結した状態の寸法を入力します。 

注)前頁で積載貨物を選択しても�
積載物重量は入力できません�

��

⑨L1 にトラクタの前輪から作業機の後輪までの長さ�
L2 に重心から後輪までの長さ（L1÷2 でよい）�
L3 にトラクタの前輪から後輪までの長さ�
L4 にトラクタの重心から後輪までの長さ（L3÷2 でよい）�
L5 にトラクタの重心から作業機の後輪までの長さ（L1ーL4 でよい）を入力します。�

��

⑩総重量÷軸数の重量を入力します。�
⑪最外輪中心間距離を確認し、G コードを入力します。�

⑫『入力チェック』でエラ－が無いかを確認します。 

⑬『印刷』で申請書を印刷します。 

⑭『閉じる』で通行経路表作成画面に進みます。 
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【包括申請の場合】�
包括申請を行う場合、以下の手順で車両番号や車両諸元を複数入力します。�

�

�

①包括申請を選択します。 

③型式を追加する際に�
クリックします。 

� 

②車名、型式、車両番号を
入力する際にクリックします。 

� 

④車両番号を追加する
際にクリックします。 

� 

⑥『次頁』に進みます。 

⑤前の画面へ戻ります。 
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�

⑥登録した全ての車両に対して、�
自重、幅、高さ、長さを入力します。 

⑦『次頁』に進みます。 

⑧登録した全ての車両に対して、 
各軸の軸間距離等を入力します。 

⑨『次頁』に進みます。 

⑪『入力チェック』でエラーが無いかを確認します。 

⑫『印刷』で申請書を印刷します。 

⑬『閉じる』で通行経路表作成画面に進みます。 

⑩登録した全ての車両に対して、 
輪数、軸重、* コードを入力します。 
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⑥登録した全ての車両に対して、�
自重、幅、高さ、長さを入力します。 

⑦『次頁』に進みます。 

⑧登録した全ての車両に対して、 
各軸の軸間距離等を入力します。 

⑨『次頁』に進みます。 

⑪『入力チェック』でエラーが無いかを確認します。 

⑫『印刷』で申請書を印刷します。 

⑬『閉じる』で通行経路表作成画面に進みます。 

⑩登録した全ての車両に対して、 
輪数、軸重、* コードを入力します。 
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包括申請で、異なる軸種車両を入力する場合、以下の手順で入力します。軸種の数だけ、
以下の手順を繰り返します。�

�

⑭入力チェック後、『複数軸種』をクリックします。 

⑮追加する軸種を選択します。 

⑯車名、型式、車両番号を入力します。 
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※車両諸元について�
●総重量� ：� トラクタの重量＋作業機（直装型作業機又は被けん引車。以下

同じ。）の重量＋運転者の体重（55kg）の合計を記入します。
ただし、被けん引車に堆肥等の貨物を積載する場合には、当該貨
物の最大積載重量を加えます。�

●最大軸重� ：� （トラクタ＋作業機の軸数の合計がn軸の場合）総重量のn分の
１を記入します。�

●隣接軸重� ：� 総重量が20トン以下であれば記入不要です。ただし、申請者は、道
路管理者の求めがあれば、車両諸元一覧、または実測により記載を
必要とします。�
〇記載を必要とする場合�
（トラクタ単体の場合）トラクタの総重量を記載�
（トラクタ＋直装型作業機の場合）トラクタの総重量を記載�
（トラクタ＋被けん引車の場合）被けん引車が１軸の場合はトラク
タの総重量を記載、２軸の場合はトラクタの軸距と被けん引車の軸
距のどちらか短いほうのトラクタ又は被けん引車の総重量を記載�
ただし、下記「（注）」を参照願います。�

●最大輪荷重� ：� （トラクタ＋作業機の軸数の合計がn軸の場合）総重量のn×２
分の１を記入します。�

●長さ� ：� トラクタの長さ＋作業機の長さの合計を記入します。�
●幅� ：� トラクタの幅と作業機の幅のいずれか大きい方を記入します。�
●高さ� ：� （トラクタ単体の場合）トラクタの高さを記載�

（トラクタ＋直装型作業機の場合）トラクタの高さと直装型作業機
の高さ+20cmのいずれか大きい方を記載�
（トラクタ＋被けん引車の場合）トラクタの高さと被けん引車の高さ
のいずれか大きい方を記載�

●最遠軸距� ：� 総重量が20トン以下であれば記入不要です。ただし、申請者は、道
路管理者の求めがあれば、車両諸元一覧、または実測により記載を
必要とします。�
〇記載を必要とする場合�
（トラクタ単体の場合）トラクタの軸距を記載�
（トラクタ＋直装型作業機の場合）トラクタの軸距を記載�
（トラクタ＋被けん引車の場合）（トラクタの長さ＋被けん引車の
長さ）－（トラクタ前端から前軸の中心までの距離＋被けん引車の
後軸中心から被けん引車の後端までの距離）を記載�
ただし、下記「（注）」を参照願います。�

●最小隣接軸距� ：� 総重量が20トン以下であれば記入不要です。ただし、申請者は、道
路管理者の求めがあれば、車両諸元一覧、または実測により記載を
必要とします。�
〇記載を必要とする場合�
（トラクタ単体の場合）トラクタの軸距を記載�
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※車両諸元について�
●総重量� ：� トラクタの重量＋作業機（直装型作業機又は被けん引車。以下

同じ。）の重量＋運転者の体重（55kg）の合計を記入します。
ただし、被けん引車に堆肥等の貨物を積載する場合には、当該貨
物の最大積載重量を加えます。�

●最大軸重� ：� （トラクタ＋作業機の軸数の合計がn軸の場合）総重量のn分の
１を記入します。�

●隣接軸重� ：� 総重量が20トン以下であれば記入不要です。ただし、申請者は、道
路管理者の求めがあれば、車両諸元一覧、または実測により記載を
必要とします。�
〇記載を必要とする場合�
（トラクタ単体の場合）トラクタの総重量を記載�
（トラクタ＋直装型作業機の場合）トラクタの総重量を記載�
（トラクタ＋被けん引車の場合）被けん引車が１軸の場合はトラク
タの総重量を記載、２軸の場合はトラクタの軸距と被けん引車の軸
距のどちらか短いほうのトラクタ又は被けん引車の総重量を記載�
ただし、下記「（注）」を参照願います。�

●最大輪荷重� ：� （トラクタ＋作業機の軸数の合計がn軸の場合）総重量のn×２
分の１を記入します。�

●長さ� ：� トラクタの長さ＋作業機の長さの合計を記入します。�
●幅� ：� トラクタの幅と作業機の幅のいずれか大きい方を記入します。�
●高さ� ：� （トラクタ単体の場合）トラクタの高さを記載�

（トラクタ＋直装型作業機の場合）トラクタの高さと直装型作業機
の高さ+20cmのいずれか大きい方を記載�
（トラクタ＋被けん引車の場合）トラクタの高さと被けん引車の高さ
のいずれか大きい方を記載�

●最遠軸距� ：� 総重量が20トン以下であれば記入不要です。ただし、申請者は、道
路管理者の求めがあれば、車両諸元一覧、または実測により記載を
必要とします。�
〇記載を必要とする場合�
（トラクタ単体の場合）トラクタの軸距を記載�
（トラクタ＋直装型作業機の場合）トラクタの軸距を記載�
（トラクタ＋被けん引車の場合）（トラクタの長さ＋被けん引車の
長さ）－（トラクタ前端から前軸の中心までの距離＋被けん引車の
後軸中心から被けん引車の後端までの距離）を記載�
ただし、下記「（注）」を参照願います。�

●最小隣接軸距� ：� 総重量が20トン以下であれば記入不要です。ただし、申請者は、道
路管理者の求めがあれば、車両諸元一覧、または実測により記載を
必要とします。�
〇記載を必要とする場合�
（トラクタ単体の場合）トラクタの軸距を記載�
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（トラクタ＋直装型作業機の場合）トラクタの軸距を記載�
（トラクタ＋被けん引車の場合）被けん引車が１軸の場合はトラク
タの軸距を記載、２軸の場合はトラクタの軸距と被けん引車の軸距
のどちらか短いほうを記載�
ただし、下記「（注）」を参照願います。�

●最小回転半径� ：� （トラクタ単体の場合）トラクタの最小回転半径を記載�
（トラクタ＋直装型作業機の場合）トラクタの最小回転半径を記
載�
（トラクタ＋被けん引車の場合）申請のあったトラクタ＋被けん引車
と幅及び長さが同一以上の『農耕トラクタ及び作業機の代表的な組
合せの軌跡図』（P68参照）より選択し、その最小回転半径を記
入します。�

●軸種数� ：� 申請する軸種の数を記入します。例えば、「農耕トラクタ単体」のみを
申請する場合は１、「農耕トラクタ単体」と「農耕トラクタおよび被け
ん引車（1軸）」を包括申請する場合は2を記入します。�

●Gコード� ：� Gコードとは、以下のGコード表において、最大軸重をもつ軸の最外
輪中心間距離（各軸の車輪と車輪の中心間距離）に対応する
「コード１～５」のいずれかを指します。�
（トラクタ単体の場合）以下のGコード表において、トラクタの幅に対
応する「コード１～５」のいずれかを記入します。�
（トラクタ＋直装型作業機の場合）以下のGコード表において、トラ
クタの幅に対応する「コード１～５」のいずれかを記入します。�
（トラクタ＋被けん引車の場合）以下のGコード表において、トラクタ
の幅と被けん引車の幅のいずれか小さい方に対応する「コード１～
５」のいずれかを記入します。�

�
（注）オフライン用プログラムを使用した申請においては、各軸の軸間距離の入力により最遠軸

距、最小隣接軸距及び隣接軸重が自動入力される仕組みです。このため、トラクタ＋被
けん引車の組み合わせをオフライン用プログラムを使用した申請する場合には、各軸間距
離の実測が必要となります。�

� ��
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○ 通通行行経経路路表表のの作作成成��

通行したい経路を以下の画面にて入力します。�
�
農耕トラクタの特殊車両通行許可手続の簡素化❕ᴾ

農耕トラクタの申請については、下記システムによる詳細な通行経路の申請に
代えて、地図に手書きで経路を記入したもの等の簡略化した経路図（作成例
は P30 参照）のみで申請することが可能です！�
�

�

� �

①出発地、目的地の住所を入力します。 

②道路情報便覧付図表示システム（要インストール）
を参照し、通過する交差点番号を入力します。 

③『通行経路チェック』でエラ－が無いかを確認します。 
� 

④通行経路のデ－タを保存します。 ⑤『印刷』で申請書を印刷します。 
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�

�

� �
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□ 申申請請書書のの提提出出・・問問合合せせ��

作成した申請書類は、手書き申請と同様に、以下の窓口に紙提出します。問合せも同じ窓口
になります。�

複数の道路管理者をまたぐ申請の場合に、国道を含む場合は国の機関へ、都道府県・政令
市を含む場合は都道府県・政令市へ申請することによりワンストップで申請が可能です。�

ただし、それ以外の市町村道のみを通行する際には個別の申請が必要になります。�
�
●国の機関の申請・問合せ窓口（71～72 ページ参照）�
https://www.ktr.mlit.go.jp/road/sinsei/road_sinsei00000062.html�
�
●都道府県・政令市の申請・問合せ窓口（73～83 ページ参照）�
https://www.ktr.mlit.go.jp/road/sinsei/road_sinsei00000064.html�
�
�

□ 詳詳ししいい操操作作方方法法ににつついいてて��

電子申請書作成システムの詳しい操作方法については、国土交通省特殊車両通行許可オン
ライン申請 HP『各種ダウンロ－ド』に掲載されている『電子申請書作成システム操作マニュアル
[PDF]』を参照してください。�
�

� �


